第70回全国連合小学校長会研究協議会北海道大会
第61回北海道小学校長会教育研究函館大会　
研究のまとめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
　第70回全国連合小学校長会研究協議会北海道大会，第61回北海道小学校長会教育研究函館大会が，全国各地より多くの会員の皆様の参加を得て開催しました。
　大会主題「新たな知を拓き　人間性豊かな社会を築く日本人の育成を目指す小学校教育の推進」，大会副主題「ふるさとの地から世界を見つめ　新しい社会の形成に向けて挑戦する子どもを育てる学校経営の推進」の究明に向けて，昨日は，13の分科会におきまして大変熱心な研究協議が行われましたことに心から感謝申し上げます。
　各分科会におきましては，21世紀を生きる子どもたちに求められる資質・能力の育成に向けた教育課程の編成・実施・評価・改善や，今日的教育課題の解決に向けた指導体制確立のための校長の役割と具体的方策等について重点的に研究協議が行われました。
それぞれの分科会における提言内容や協議内容，まとめなどを俯瞰し，学校経営の責任者である校長の果たすべき役割と指導性について，次の２つの観点から整理したいと思います。
その１つ目は，「子どもの実態や地域の特性を生かしたカリキュラム・マネジメント」について，２つ目は，「学校の組織力向上及び人材育成」についてです。
では，各分科会の研究協議の内容について，２つの観点から報告させていただきます。
まず，１つ目の「子どもの実態や地域の特性を生かしたカリキュラム・マネジメント」についてであります。
第４分科会「知性創造性」の協議では，教職員の意識改革に向けたリーダーシップ、ビジョンの明確化と共有、協働的な取組の推進が話題に上がりました。「教職員の意識改革と教職員全員によるカリキュラム・マネジメントの推進」「『見える化』によるビジョンの共有」の大切さが確認されました。
第５分科会「豊かな人間性」の協議では，異校種間の指導をつなげ、道徳から他教科・日常生活へ学びをつなげるコーディネート、人権教育・道徳教育のフィルターを通して教育活動を再整理することが話題に出ました。「経営ビジョンの明確化と校内外への浸透」「評価・改善の充実との進行管理」の重要性が確かめられました。

第６分科会「健やかな体」の協議では，運動習慣・生活習慣ともに、学校と家庭・地域・行政・異校種との連携推進、物的・人的環境づくりが話題に上がりました。「連携・環境づくりのコーディネート」が必要であることが認識されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１１分科会「社会形成能力」では，学校と地域をつなぐ役割、教職員や家庭・地域をつなぐ組織・体制づくり、人材の発掘・育成、組織的・継続的体制のための価値・歴史をつなぐ仕事が話題になりました。社会形成能力を育成するために、「なりたい自分」、「社会に開かれた教育課程」が重要であることが確かめられました。
第１３分科会「連携・接続」の協議では，「地域連携のコーディネーターの必要性」「期間限定の教育課程において、誰が何をして、どう評価するか」、「多忙感を野望感に変える」というようなキャッチフレーズが出されました。特に、「WIN－WINの関係の持続」「黒子的役割の重要性」が確認されました。
次に，２つ目の「学校の組織力向上及び人材育成」についてです。
第１分科会「経営ビジョン」では，明確なビジョンの提示、共有、人材育成、若年層からの育成、参画意識などがキーワードとしてあがりました。策定したビジョンの具現化のためには、「校長の覚悟を示すこと」「ボトムアップとトップダウンのバランス」の大切さが確認されました。
第２分科会「組織・運営」では、学校経営ビジョンの実現や組織の活性化のために、自分ごととして共通理解を図ったり、学校、教職員、子ども、地域の状況を適切に見極めたりすることの大切さが確認されました。
第３分科会「評価・改善」では，経営方針を実現するための組織の在り方、人材育成につながる人事評価、経営ビジョンの適切な明示と情報公開の重要性、教職員の資質能力の向上を実感する評価の工夫などについて熱心に協議されました。
第７分科会「研究・研修」のグループ協議では，校長の直接指導の是非、働き方改革とのバランス、教員育成指標の活用、若手育成などのキーワードが出されました。「学ぶ仕組みと文化をつくるのは校長である」「よい学級経営や授業のためには、目指す子ども像や目標の明確化が必要である」ことが確かめられました。

第８分科会「リーダー育成」では，キャリアステージに応じた校長のリーダーシップ、外部ネットワークの構築、管理職の魅力を伝える、校長が職員を支えるリーダーシップ、女性の活躍が人材育成につながる、細やかな面談の活用が話題に上がりました。「ミドルリーダー育成にかかわるPDCAサイクルの確立」「魅力ある校長の笑顔と支える校長会」という２点が確かめられました。
第９分科会「学校安全」の協議では，予告なし訓練や事後の振り返り重視等、学校での避難訓練の改善、CSを活用した地域密着の防災安全教育の話題が出ました。この分科会では、「子どもも教職員も『自ら考え判断できる力を育む防災・安全教育』」「CS等、地域とのつながりを強め行う防災・安全教育」の２点にまとめられました。
第１０分科会「危機対応」の協議では，校長の意識改革によって学校は変わること、そして、危機対応への全国の様々な取組が交流されました。「校長の意識改革」「高いアンテナ、広いビジョン、深い愛」というキーワードが出されました。
第１２分科会「自立と共生」視点１の特別支援教育では、学校全体の取組としてのインクルーシブ教育とシステム構築に向けた体制づくり，校内通級の効果的な活用などが話題になりました。視点２の環境教育では、活動の改善・充実につなげる校長の指導性、活動のねらいの明確化・価値付け、教育活動全体での環境教育の展開、教職員の資質能力の向上の必要性が確かめられました。
以上，１３の分科会の概要について，２つの観点から述べさせていただきました。
全ての分科会を通して，校長の役割と指導性について俯瞰してみますと，次の２点が大切であることが見えてきました。
１点目は，校長が明確な経営ビジョンを示すことです。子どもや家庭・地域の実態の的確な調査・分析・考察をもとに，地域に密着した学校経営ビジョンを創造し，これを学校内外に発信・浸透させ，共有化していくことが，家庭・地域社会との協働・連携につながっていくのです。
２点目は，学校の「チーム力」を高めるということです。そのためには，全教職員が情報と目標を共有し，学校課題の解決に向けて，一人一人のアイディアを生かしながら，創意工夫のある教育活動を協働体制で展開し，成果と改善点を検証していくことが重要です。校長には，チームをまとめていくリーダーシップや組織マネジメントが求められます。
 学校経営ビジョンの実現が「目の前の子どものためになる」という実感を教職員にもたせ，協働意欲と協働関係につなげ、目標を達成するようにしていく，このような校長のリーダーシップを常に意識できるよう，研鑽を積み重ねていきたいものです。
結びになりましたが，１３のどの分科会も円滑に運営がなされ，充実した内容となりましたのは，事前にホームページで確認されたり、資料を持ち寄ったりするなど、参加された皆様の高い参画意識のおかげによるものです。
本大会の研究の成果が，ご参会の校長先生を通して，函館の地から全国へ発信され，今後
の学校経営に生かされ，「新たな知を拓き　人間性豊かな社会を築く日本人の育成を目指す小学校教育の推進」につながりますことを確信しています。

そして，来年開催されます第71回全国連合小学校長会研究協議会秋田大会に引き継がれ，更なる大きな成果が得られますことを願い，研究協議のまとめといたします。
来年、秋田大会でお会いしましょう。

ありがとうございました。
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